
の
規
定
に
よ
り
意
見
が

述

次
の
と
お
り
公
告

意
見
を
縦
覧
に
供

 
 

 
 

 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

奈
良
県
知
事 

山 

下 
 

真 
 

一 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

    

名
称 

押
熊
店 

    

所
在
地 

奈
良
市
押
熊
町
四
二
二
番
一
ほ
か 

二 

述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要 

 

１ 

奈
良
市
押
熊
町 

住
民
Ａ 

 
 

 

市
道
中
部
第
四
七
号
線
駐
車
場
出
入
口
の
位
置
に
つ
い
て 

 
 

 
 

第
四
七
号
線
の
交
通
量
は
少
な
く

年
寄
り
や
近
隣
店
舗
従
業
員
の
通

勤
路

自
転
車
や
歩
行
者
が
安
全
に
利
用

道
路
が
一
店
舗
の
駐
車

場
出
入
口
道
路
と
し
て
計
画
中
だ
と
聞

市
道
中
部
第
四
七
号
線
を
一
店
舗
の

駐
車
場
出
入
口
に
使
わ
せ
て
良
い
の
か
疑
問
に
思

し
て
い
る
方
々
の
安
全

も
確
保
で
き
る
と
は
思

何
か
事
故

場
合

対
応

 

 
 

 
 

旧
店
舗
で
あ
る

駐
車
場
出
入
口

市
道
中
部
第
四
七
号
線
を
使
用

店
舗
敷
地
か
ら
直
接
主
要
地
方
道
奈
良
精
華
線
へ
車
両
の
出
入
り
が
で
き
る
よ
う

に
考
え
て
ほ
し
い
で

 

 
 

 
 

店
舗
駐
車
場
を
広
く
使
用
し
た
い
考

今
ま
で
ど
お
り
市
道
中
部
第
四

七
号
線
を
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
多
く
の
町
民
は
思

 

２ 

奈
良
市
押
熊
町 

住
民
Ｂ    

 
 

 

市
道
中
部
第
四
七
号
線
の
歩
道
設
置
に
つ
い
て 

 
 

 
 

当
該
店
舗
の
開
設

市
道
中
部
第
四
七
号
線
を
店
舗
駐
車
場
へ
の
侵
入
道
路
と
し

て
使
用

意
見
申
し
上

 

 
 

 
 

今
回
の

の
開
業
は
地
域
住
民

生
活
が
便
利
に
な
る
も
の
と
期
待

市
道
中
部
第
四
七
号
線
に
お
け
る
車
両
通
行
量
は
格
段
に
増
え
る
と
思
わ

 

 
 

 
 

市
道
中
部
第
四
七
号
線
は
実
家
の
玄
関
が
面

近
隣
住
民
や
近
隣
店
舗
従
業

員
が
生
活
道
路
及
び
通
勤
道
路
と
し
て
歩
行
利
用
し
て
い
る
人
が
多

交
通
量



が
少
な
い
状
況
で
は
安
全
に
利
用

当
該
店
舗
の
開
業
に
よ
り
交
通
量
が
増
え

た

の
安
全
が
確
保
で
き
る
か
心
配

市
道
中
部
第
四

七
号
線
の
利
用
者
の
安
全

必
ず
歩
道
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

 

三 

縦
覧
場
所 

    

奈
良
県
産
業
・
観
光
・
雇
用
振
興
部
産
業
振
興
総
合

 

四 

縦
覧
期
間 

    

令
和
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
一
月
四
日
ま
で 

五 

縦
覧
時
間 

 
 

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 
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